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支援 を続 持 て2 年 半
仙台P O S S E で は ､ 諾三災直後から被災地支援に取り組み ､ 被災者の多

様な二 一 ズに応えて きました｡ こ うした現場か ら､ 病院や買い物に

行くにも困る仮説入居の高齢者､ 被災や貧困の ため に学力を身に つ け るこ とも難しい 子 どもた ち､ 失業の ため生活が苦し

い被災者な ど､ 生活の基盤に関わ る支援を必要とする被災者が ､ 今で も数多く い るこ とが浮か び上が っ て きました ｡

誌芸忘孟宗≡1プ雪祭≡≡≡話芸誓言冨警現場 の 声で 課題 を明 らか に
ますます見えづらくな っ て きて い ます ｡ そ こ で ､ 今回の シンポジウム で は､ 被災地の 現場に接す る様々な立場から被災地

声で ､ 被災地の 課題を明 らか にしたい と思い ます ｡ 前半は ､ 現場の 支援者 (P O S S E ス タ ッ フ) が ､ 被災者の状況と各支援
につ い て報告し､ 後半で は ､ 当法人と協働 で被災者の 生活調査事業 に取り組んで い る ､ 東北学院大学の 佐藤滋准教授か ら
｢ 被災地の 課題と これか らの 支援につ い て｣ というテ ー

マ で 講演があり ます｡ 講演で は調査 につ いて も報告す る予定で す ｡

旦唾 9 月6 日 (金) 1 8 :3 0 ～ 2 0 : 4 0

揚成 仙台市市民活動サポ ー トセンタ ー

6 F セミナ ー ホ ー ル

(会場住所:仙台市書葉区 一 番町4 丁目1 ･ 3 )

1 8 :0 0 開場

1 8 :3 0 開会の挨拶& ス ライ ドで見る被災地 (1 0 分)

1 8 :4 0 P O S S E 各事業報告 (4 5 分)

1 9 :2 5 休憩 (1 5 分)

1 9: 4 0 佐藤滋准教授のご講演 ( 3 0 分)

2 0:1 0 ト
ー

クセ ッ シ ョ ン ･ 質疑応答 ( 3 0 分)

2 0 : 4 0 閉会の挨拶

N P O 法人 P O $ $ E とは
P O S S E は大学生 ､ 若手社会人を中心に若者の労働 L 貧困問題に取り組む N P O で す. 2 0 0 6 年 に設立し､ 現在は

東京
･

京都 ･ 仙台の全国 3 か所に事務所を構えています｡ 仙台 P O S S E で は震災後から被災地支援を行 っ ており､

現在は無料の仮設送迎バス の運行 ､ 就労支援 ､ 就学支援に取り組み ､ 支援で関わ っ た被災者は数百人に及びます｡

( 仙台支部連絡先) 所在地 二仙台市青葉区本町
一

丁目 1 4 -2 0 本町キクタビル 6 F

T E L : 0 2 2-2 6 6-7 6 3 0 M a il : S e n d ai @ n p o p o s s e .j p


